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In this paper, the situation and the restoration construction method of the road 

disaster by the downpour having occurred in Hokuriku region were examined, and 

the strategy to reduce damage was considered. Many roads were damaged by water 

level raising and water impact in the rivers in Ishikawa/Toyama downpour in July 

2008 and in Fukui downpour in July 2004. We pointed out that understanding not 

only the main body of the road but also the mountain and valley sides of the road 

are necessary at the road disaster prevention check based on our survey. In addition, 

the necessity that the information transmission system must be established between 

the adjoining municipalities and between the different road managers even in 

outside working hours was described. 
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1．はじめに 

 

  我が国は主として温暖湿潤気候帯にあり，山地部が多

いことから，豪雨や土砂災害などによって，毎年各地で

道路に被害が生じている．特に近年頻発している記録的

な集中豪雨による予想を超える被害は生活に大きな影響

を及ぼしている．図－1 は，大雨発生回数の長期変化を

表している．同図から，大雨発生回数が年々上昇してい

ることがわかる．すなわち，100 地点当たりの 1 時間降

水量が 50mm 以上の年間発生回数は 1976 年からの 11 年

間は 16.0 回，87 年からの 10 年間は 17.7 回（＋11％），

97 年から 2006 年までは 23.2 回（＋31％）と 10 年ごと

に伸び率も増加している．また，日降水量 200mm 以上

の雨については 12.3 回から 13.7 回（＋11％），18.5 回（＋

35％）であり，20 年前に比べ 1.5 倍に増加している． 

短時間強雨は集中的に地盤に影響を及ぼすことから， 

比較的良好な地盤でも被災する場合がある．実際近年の

豪雨では，過去に被害がなかったところでも，地すべり， 

     
図－1 アメダスでみた大雨発生回数の長期変化（1976～2006 年）1) 



 

土砂崩れ，土石流などの災害が発生している例が多い． 

また，我が国では今後さらに高齢化，過疎化の進行が

予想されることから，災害時に孤立集落が発生した場合

の対応が懸念される地域も多い．これまで降雨の状況と

道路の被害及びその復旧などについての報告はある 2),3)

が，今後は被害を軽減させることや早期に供用させるた

めの方策についての研究が重要であると考えられる． 

本研究では，近年北陸地方を襲った豪雨について，道

路の構造的な被災状況や復旧工法などを調べ，通行止め

や通行規制など社会的な影響も含めて，その被害を軽減

させるための対策をハードとソフトの両面から考察する

ことを目的としている． 
 

2．北陸地方を襲った豪雨と被害の概要 

 

2.1 2004 年 7 月福井豪雨 

7月 18日に日本海から福井県に延びる梅雨前線の活動

が活発化し，強い雨雲が福井県嶺北地方に流れ込んだ．

そのため，福井県嶺北地方の雨量観測点は，18 日の 0 時

過ぎから所々で激しい雨を観測し始め，図‐2 で示すよ

うに，特に明け方から昼間にかけては嶺北地方を中心に

1時間に 80mm以上の猛烈な雨を観測した．昼頃からは，

雨は小康状態となった． 

住家被害は全壊 57 棟，半壊 139 棟，床上・床下浸水

13,637 棟，一級河川九頭竜川水系で 9 箇所の破堤という

大災害が発生した．足羽川流域では，福井市内の天神橋

上流域の流域平均連続雨量は 268.7mm，6 時間連続最大

雨量は 228.9mm であり，総降水量のおよそ 85％が 6 時

間に降る短時間の強雨であった 5)．福井県としては未曾

有の局地的短時間豪雨であり，かつ，雨の降り方は 6 時

間の雨量確率では約 1/1,000 を示し，過去の主要洪水と

の比較において極めて特異であったといえる 6)． 

 

図－2 レーダーアメダス解析雨量 4) 

 

2.2 2008 年 7 月石川・富山豪雨 

7 月 27 日 12 時には前線が日本海から北陸地方に停滞

していたが，その後石川県付近をゆっくり南下した．こ

の前線にともない，加賀沖から能登沖にかけて強い雨雲

が観測されていた(図-3）．28 日未明から早朝にかけて，

石川県内では金沢市などで 1 時間に 100mm を超える激

しい雨が降り，同市の浅野川が氾濫した．浅野川流域平

均での降雨の確率評価は約 200 年に一度であった 8)．金

沢市災害対策本部は，8 時 50 分浅野川流域の 20,739 世

帯，50,453 人に避難指示を出した．また，2,323 棟の家

屋被害があった 8)．浅野川が氾濫したのは，1953 年 8 月

以来 55 年ぶりであった 9)．一方，富山県内においても

28 日早朝から，局地的に 1 時間に 100mm を超える猛烈

な雨が降り，各地で土砂崩れや浸水の被害が発生した． 

今回の豪雨における人的被害は，石川県ではなかっ 

た 10)が，富山県では，富山市で乗用車が土砂崩れに巻き

込まれ 1 人が重傷となり，南砺市で家屋倒壊などにより

2 人が軽傷を負った 11)．また，金沢市及び金沢市と接す

る富山県南砺市では，土砂崩れにより多くの箇所で道路

が通行止めとなり，孤立集落も発生した．県境付近の南

砺市の城端ダムで記録した時間雨量 112mmは 300年確率

に相当する雨量であった 12)． 

 

図－3 レーダーアメダス解析雨量 7) 

 

3．豪雨による道路の被災状況と復旧 

 

3.1 2004 年 7 月福井豪雨 

国管理の国道で 2 箇所，県管理の国道，主要地方道（以

下(主)と記す）及び一般地方道（以下(一)と記す）で 62

箇所，市町村管理道路で 756 箇所において，事前規制と

被災による全面通行止めの通行規制が行われた（表－1）．

北陸自動車道福井北ＩＣでは，一時通行止めとなった． 

道路の通行規制要因のうち，もっとも多いのは冠水及

び冠水・崩土で 538 箇所（全体の 66％）であった（表－ 

 

表―1 道路の通行規制（全面通行止め）箇所数 6) 

 管理者 事前規制 冠　　　水 崩　　　土 冠水・崩土 道路流失 法面崩壊 そ の 他 合　　　計
国 2 2

福井県 9 7 15 4 5 5 17 62
市町村 11 330 48 195 25 114 33 756

合　　　計 20 ※339 63 ※199 30 119 50 820  

2008 年 7 月 28 日 6 時 



 

1 中の※を付した箇所数の合計）．また，道路流失（写真 

－1）によるものが県管理道路で 5 箇所，市町村管理道路

で 25 箇所あった．さらに，県管理道路におけるその他の

写真－1 足羽川の氾濫による道路流出 

     国道 157 号（大野市中島）6) 

 

写真－2 法面崩壊による被災状況 

        (一)徳光鯖江線(鯖江市大正寺町) 6) 

 

写真－3 仮復旧状況(同上) 6) 

 

表－2 通行規制の状況（福井県管理道路）6)，13) 

             2004 年 8 月 26 日現在 

 

路線数 箇所数 路線数 箇所数 路線数 箇所数 路線数 箇所数
事前規制 7 9 1 1 6 8 0 0
冠　　　水 5 7 5 7 0 0
崩　　　土 11 15 6 8 5 6 1 1
冠水・崩土 4 4 1 1 3 3 0 0
道路流失 3 5 1 2 1 2 2
法面崩壊 3 5 1 1 2 4 0 0
そ の 他 13 17 7 7 5 9 1 1
合　　　計 30 62 ‐ 20 26 38 4 4

要因
全面通行止め

（ａ）

ａのうち
仮復旧（ｂ）

（片側交互通行を含む）

aのうち
通行止め解除

（ｃ）

現時点での

全面通行止め

（ａ－ｂ－ｃ）

 

通行規制要因のうち，護岸決壊が 1 箇所，堤防からの漏

水が 1 箇所であったことから，河川の護岸の被災などに

より道路が被災した箇所が相当あったことがわかる 6)．

道路流失などにより，途絶えたライフラインも多くあり，

生活に大きな影響を及ぼした 6)． 

仮応急工事として，土砂埋塞箇所の崩土除去，路側決

壊箇所や法面崩落箇所の土のうや仮設柵の設置が行われ

た（写真－2，3）． 

懸命の仮復旧作業により，概ね 1 ヶ月後の県管理道路

の通行規制状況は表－2 のようになった． 

 

3.2 2008 年 7 月石川・富山豪雨 

 この豪雨では，石川・富山県境付近での雨量が特に多

かったことから，金沢市と南砺市において大きな被害が

発生した．県境付近の通行規制箇所を図－4 に示す．ま

た，石川県及び富山県の道路の被災状況は表－3，4 のと

おりである．豪雨発生は早朝でもあり，対応が後手に回

った面もある．したがって，早朝，深夜など道路管理に

あたる担当者の通常の勤務時間外でも，気象情報の把握

や連絡及び出動が円滑に行えるような体制の整備が必要

である．石川・富山県際道路の(主)金沢湯涌福光線に関

し，両県とも雨量による事前通行止めは間に合わなかっ

た．石川県では通行止めの基準値を超える 24 時間雨量

（110mm）を，降り始めから 2 時間後の 7 時に観測した

にもかかわらず，実際の通行止めは被災後の 12 時となっ

た 16)．また，富山県においても通行止めの基準値を超え

る時間雨量（40mm）及び連続雨量（120mm）を，降り

始めから 2 時間後の 7 時に観測したにもかかわらず 11

時まで通行止めの規制はされなかった 17)．結果として，

両県の通行止めの時間が異なった．しかし短時間強雨で

は，最悪の場合，対応が後手に回ることや予期しない被

害の生じることが考えられる．そこで，雨量データを基

に，事前通行規制の基準値（通行注意，通行止めの規制

基準値）を再評価（基準値を下げる）することが必要で

あると考える． 

 

図－4 通行規制箇所(石川・富山県境付近) 

(主)金沢井波線 
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表‐3 石川県側の通行規制状況 14) 

2008 年 8 月 25 日現在 

7月29日5:00
通行止め解除
7月28日10:20
通行止め解除

7月28日15:00
通行止め解除

7月29日7:00
通行止め解除

通行止め
片側交互通行
へ切替

通行止め

崩土、
路肩決壊等

崩土、
路肩決壊等

金沢市
上辰巳町～
犀川ダム　④

金沢市
板ケ谷町
～県境　⑥

道路決壊、
崩土

通行止め
片側交互通行
へ切替

関係車両は
通行可

通行止め

片側交互通行
へ切替

備　　　考

(一)金沢停車場
　　 北線

通行止め
金沢市
堀川町　①

路面冠水

路　　線　　名
通行規制
解除状況

被災状況 規制内容

崩土、
路肩決壊等

通行止め

路面冠水
（アンダー水没）

(主)金沢湯涌
　　 福光線

(主)金沢湯涌
　　 福光線

金沢市
芝原町～
板ケ谷町　⑦

(一)向粟崎
　　 安江町線

金沢市
七ツ屋町

(一)芝原石引町線
金沢市
上山町～
小菱池町　②

応急復旧（土
のう）による幅
員減少のため

大型車
のみ

通行止め

通行止め

(主)金沢湯涌
　　 福光線

金沢市
浅川町～
芝原町　⑤

路面冠水、
崩土

(一)倉谷土清水線

(主)金沢小松線
金沢市
四十万町

区間・箇所

路面冠水
（アンダー水没）

通行止め

(一)芝原石引町線
金沢市
上山町～
小菱池町　③

 
 

表‐４ 富山県側の通行規制状況 15) 

2008 年 8 月 13 日現在 

7月30日
関係者
時間通行可

8月5日
関係者
終日通行可

8月9日12:00
通行止め解除

8月5日10:00
通行止め解除

7月28日18:30
通行止め解除

7月29日17:00
通行止め解除

8月1日
関係者
時間通行可

孤立集落

祖山地区
１８世帯

通行止め

通行止め

通行止め

規制内容
通行規制
解除状況

8月13日
関係者
終日通行可

8月13日
関係者
終日通行可

南砺市
才川七～
立野脇　⑨

片側交互通行
4箇所

孤立集落

奥大勘場地区
3世帯

千束地区
5世帯

孤立集落

立野脇地区
８世帯

備　　　考

通行止め

(主)利賀河合線
南砺市
利賀村北島
～上畠

道路欠損 通行止め

(主)金沢湯涌
     福光線

南砺市
立野脇～
刀利ダム　⑩

道路欠損
　外

国道471号

砺波市
庄川町湯谷
～南砺市
利賀村利賀

国道３０４号
南砺市
大鋸屋
～下梨　⑧

沢からの
土砂流出

　外
通行止め

沢からの
土砂流出

沢からの
土砂流出

南砺市
祖山

道路流出

路　　線　　名

国道１５６号

南砺市
利賀村新山

区間・箇所 被災状況

通行止め

(主)利賀河合線

南砺市
利賀村田ノ島
～
利賀村大勘場

(主)金沢湯
     涌福光線

沢からの
土砂流出

法面崩壊
　外

国道１５６号

国道１５６号

道路欠損
　外

通行止め

南砺市
杉尾

南砺市
北野
～信末　⑫

北信橋被災 通行止め

(一)才川七城端
南砺市
立野原西
～千福　⑬

(一)城端嫁兼線
南砺市
立野原
～七曲　⑭

法面崩壊 通行止め

道路冠水 通行止め

7月28日18:30
通行止め解除

(一)長楽寺
     福光線

南砺市
樋瀬戸
〜臼中　⑪

沢からの
土砂流出

通行止め

通行止め

7月29日17:00
通行止め解除

(一)臼中福光線

 

特に被害が大きかった(主)金沢湯涌福光線（金沢市～

南砺市）の被災状況は，次のようであった 16)，17)． 

(1) 石川県 

 被災の特徴としては，浅野川の上流部で水位が上昇し

たことによるものが多かった．すなわち，水衝により護

岸でもある擁壁の脚部が洗掘されて倒壊した．また，横

断排水路の吐口が冠水したことにより排水能力が低下し，

その結果呑口部でオーバーフローし，道路が被災したと

考えられる箇所が多くあった（写真－4）．河川沿いの被

災状況については，2004 年 7 月福井豪雨時の足羽川上流

に見られる道路流失（写真－1）と状況がよく似ていた． 

 
写真－4 護岸と横断排水施設の被災箇所の復旧状況 

(主)金沢湯涌福光線（金沢市横谷町） 

(2) 富山県 

被災の特徴としては，道路山側の沢筋からの出水によ

る道路本体及び谷側路肩の欠損や道路上での流出土砂の

堆積などである 12)．  

通行止めの解除のための作業が両県において進められ

たが，県道以上の主要な道路の通行止めがすべて解除さ

れたのは，9 カ月後の 2009 年 4 月 30 日となった．それ

によって，石川県から富山県への県境を越えての主要な

道路の通行がすべて可能となった． 

 

4．被災状況を踏まえた減災対策 

 

4.1 道路防災点検の実施方法の見直しと対策工事 

安全で信頼性の高い道路を維持するために，各道路管

理者によって，日頃からパトロールや補修が行われてい

る．また，豪雨・豪雪等に対する安全性に関する道路防

災対策については，1996 年度に全国で道路防災総点検が

行われ，これに基づいてその対策が推進されてきた．点

検対象項目は，落石・崩壊，岩盤崩壊，地すべり，雪崩，

土石流，盛土，擁壁，橋梁基礎の洗掘の 8 項目である 18)． 

また，道路防災総点検により，道路沿いの危険箇所は

かなりの箇所が抽出され，要対策箇所，カルテ対応箇所，

対策不要箇所が選定されて，計画的な対策や防災カルテ

による継続的な監視が行われている． 

カルテ対応箇所とは防災カルテによる継続的な監視を

要する箇所のことであり，将来的には対策が必要となる

場合が想定されるものの，当面防災カルテによる監視な

どで管理していくこととされている箇所である．防災カ

ルテは，日常の道路パトロールなどの際に，斜面の変状

などを容易に発見することにより，対策工や通行規制な

ど，的確な対応を可能とするためのチェックシートであ

る．また，点検箇所ごとに想定される災害，点検の時期，

点検の方法，点検すべき変状の位置，内容，災害要因を

把握した場合の対応策を記しているものである 19)． 

しかし，上記の被災状況からみて，河川の氾濫の恐れ

の有無も含めた河川側についての安定度調査も行う必要

があったと考えられる．つまり，斜面と河川の間にある

 



 

道路については，落石・崩壊など山側の形状による点検

区分だけでなく，河川水の影響についての評価も必要で

あったのではないかと考えられる．ちなみに，(主)金沢

湯涌福光線の石川県側に関しては，すべての点検区分が

落石・崩壊であり，河川水の影響についての配慮はされ

ていなかった 20)．河川水の影響を調べて，護岸でもある

擁壁の脚部の補強や横断排水路の吐口の位置を上げるな

どの対策を講ずるべきであった． 

また，富山県側の被災状況として，豪雨により山側か

らの土砂を含んだ水が横断排水施設の流下能力を超えて

出てきて，路面に土砂が堆積したり，路肩崩壊を生じさ

せたりしている箇所が多かった（写真－5）．当路線に多

い落石・崩壊の点検箇所の安定度調査表の要因には横断

排水施設についての項目はない．しかし，山側からの出

水が集中するような箇所については，落石・崩壊など山

側の形状による点検区分だけでなく，土石流としての点

検も必要であったのではないかと考えられる．ちなみに，

(主)金沢湯涌福光線の富山県側の被災した点検箇所はす

べて落石・崩壊の点検箇所であり，渓流の横過構造につ

いての配慮はされていなかった 21)． 

 道路の横断排水施設の設計にあたっては，一般的に降

雨確率年を 7 年あるいは 5 年としている．また、道路管

理上重要性の高い横断排水施設については 30 年程度と

している 22)．しかし，このような激しい雨が降る確率が

年々上昇していることから，今後はすべての横断排水施

設についても 30 年程度の降雨確率で設計することを検

討する必要がある．一方，流木や土砂，岩石を含むこと

がありうる場合は，道路土工‐排水工指針 23)に示されて

いるように別途対策が必要である． 

 

写真－5 (主)金沢湯涌福光線（南砺市刀利） 

 

4.2 災害の影響拡大防止 

前述したように，道路本体の被災だけでなく河川の護

岸の被災などにより道路が被災した箇所が相当あった．

道路流失などにより，途絶えたライフラインも多くあっ

た．したがって，再度災害防止の観点から，復旧にあた

っては周辺箇所も点検し，問題が発見された箇所の補強

を行うことや，現地の地形などによってはライフライン

や道路の保護のために道路占用物の位置を見直すことも

必要である． 

また，早期の規制解除を可能とするため，上記の豪雨

の応急工事にあたっては，土のうや仮設柵及び仮設橋梁

などを，各土木事務所の備蓄資材や災害協定を結んでい

る建設業者等から調達した．今後もこのような豪雨災害

に備え，資機材の備蓄量及び備蓄箇所の把握が容易にで

きるように広域的な体制づくりも必要である． 

 

5．情報収集及び連絡体制・初動体制の強化 

 

  局所的な豪雨時には，極めて短時間に被害が発生する

ことから，その影響を最小限にするためには，速やかな

初動体制が重要となる．2008年 7月石川・富山豪雨では，

石川・富山県際道路の通行止めの対応がそれぞれ異なっ

たが，最悪の場合，対応が後手に回ることが考えられる．

両県とも，日頃から緊急時の体制作りや防災訓練を行う

とともに，気象情報の把握・監視に努めていたものと思

われるが，記録的な豪雨での対応の困難さを示したもの

と考えられる． 

したがって，非常時を想定し，過去の災害の状況など

を熟知している地元建設業者を，危機管理のパートナー

として，地域の安全確保のために協力を得られるような

体制づくりも必要である．さらに，土木事務所から離れ

ている地区などにおいて，行政の対応が遅れることもあ

ることから，官民の土木技術者 OB に担当区域を見守っ

てもらい，専門的な立場からの情報収集や伝達発信を依

頼するようなシステムを構築すべきである．また，訓練

にはこれらの人々にも参加してもらう必要がある． 

今回の豪雨では，隣接自治体との連携を図ることの重

要性を再認識したが，今後はこのような豪雨も想定した

連絡調整会議や合同訓練を継続的に実施するような仕組

みづくりも必要である． 

 ところで大雨などの気象情報の収集や情報提供に関し

ては，以下に示すように，近年相次いで新しいシステム

がつくられたり，サービスが始まっている．例えば，2010

年 5 月から大雨などの警報，注意報を市区町村単位に細

分化し発令する気象システムが始まった．身近な市区町

村名の防災情報にすることで，住民への注意喚起や自治

体の避難指示・勧告の判断支援に繋がる．また，細分化

により，必要のない市区町村への警報・注意報の発表が

防げ，情報への信頼性が向上することになる． 

また，国土交通省では高精度の観測が可能な X バンド

MP（マルチパラメータ）レーダーにより，雨が降り始め

る前から積乱雲の動きをキャッチして発達過程を詳しく

監視し，迅速に情報発信するような体制を整備しつつあ

る．2010 年 7 月からは，降雨観測情報（web 画像）を一

般に配信することとなった 23)．今後，この情報を活用す

ることにより早期の避難行動や防災活動が可能となる．

情報の有効活用の例として，国には自治体と連携し住民

や地域の自主防災組織などに情報が確実に伝わるように

メール配信などきめ細かなシステムづくりを提案する． 



 

 2004 年 7 月福井豪雨では，情報提供や情報交換に関す

る課題が指摘された 24)．福井県では，災害情報の迅速か

つ的確な収集・伝達の強化を図ることを目的として，防

災行政無線システムを 260MHz 帯デジタル方式に 2006

年度から 2007 年度で整備を進めた 25)．今後，局地的ゲ

リラ豪雨の発生も多くなると予想されることから，各自

治体においても整備が望まれる．その情報をもとに道路

利用者に対し，事前の通行注意の情報提供や通行止めの

措置が速やかに行われることが期待される． 

 

6. 結論及び今後の課題 

 

  2004 年 7 月福井豪雨や 2008 年 7 月石川・富山豪雨で

は，河川の水位上昇や水衝によって被災した道路が多か

った．また，山間部では斜面崩壊や土石流などによって

道路が被災し，自動車の通行が不可能となった箇所も多

くあり，孤立集落も発生した． 

2008 年 7 月石川・富山豪雨では，石川・富山県際道路

の通行止めの対応がそれぞれ異なったが，最悪の場合，

対応が後手に廻ることや予期しない被害の生じることが

考えられた．被災した道路の現地調査の後，応急復旧工

事などにより通行止めの解除がなされるが，通行止めが

長期にわたることもあった． 

 このようなことから，北陸地方で発生した豪雨による

道路災害の状況や復旧工法などを調べ，被害を軽減する

ための方策などについて考察した． 

その結果，道路防災点検などの道路管理業務にあたっ

ては，道路本体だけでなく，道路の山側谷側の状況を把

握することが必要であることがわかった． 

 また，早朝，深夜など道路管理にあたる担当者の通常

の勤務時間外でも，気象情報の把握や連絡及び出動が円

滑に行えるような体制の整備が課題であることを指摘し

た．さらに，隣接する自治体間や異なる道路管理者間の

情報伝達システムを確立する必要性を述べた．このため，

雨量データを基に，事前通行規制の基準値（通行注意，

通行止めの規制基準値）の再評価も考えられる． 

 今後の課題としては，新たなシステムとして整備され

つつあるＸバンドＭＰレーダーについて，その能力を把

握し，データを積み重ねることによって，予測と連動し

た事前通行規制の手法を検討することも考えられる． 
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